
（様式１） 
 
平成１４年度 次世代ＩＴを活用した未来型教育研究開発事業 

研究実践計画書 
１ 学校名 
            岐阜県立 岐阜北 高等学校 
 
２ 研究実践の概要 
（１）地域素材の VODデータベースの構築 
各教科が、①現存する数多くの教育用コンテンツの中から、生徒の知的興味・関心を引き

付ける教材を探し、利用できそうなものを実際の授業の中で検証する。②そして、その妥

当性・有効性を議論する。③更に、本校の特色を生かすよう改良・工夫を加えて、独自の

コンテンツとしてデータベース化する。 
 
（２）「わかる授業、楽しい授業」の実施 
各教科が、①どのような授業展開が、より生徒の能力・特性に応じた興味あるものになる

かを考え、②50 分間の授業の中の 5 分・10 分という短い時間でも、日常的にコンピュー
タを使用するその活用方法を研究し、試行する。③更に、公開授業では、その成果を発表

しあい、その検証を行う。④また、授業内容をより深化させ、興味あるものとするために、

インターネットを利用した調べ学習を生徒自らの課題とする。⑤そして、生徒自身が、授

業において、コンピュータを利用したプレゼンテーションを行う。 
 
（３）高速大容量回線を用いた学校間等の連携 
TV会議システムを利用して、①学校間で生徒会相互の交流を定期的に行う。②また、学校
行事などを LIVE 放送として発信する。③メールを活用して、海外の姉妹校と定期的に、
多くの生徒が交流を行う。④各クラス毎にホームページを作成し、クラス独自の情報を発

信しあう。 
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